
六
月
二
九
日
に
第
二
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
、
主
に
『
旧
格
差
級
・
語
学
手
当

特
別
調
整
額
』
等
の
激
変
緩
和
措
置
、
な

ら
び
『
臨
時
特
例
減
額
』
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
各
地
か
ら
の
厳
し
い
意
見
な
ど
が

出
さ
れ
た
。
各
地
区
本
部
代
議
員
ら
の
議

論
の
末
、
組
員
の
絶
対
多
数
の
原
理
で
多

く
の
組
合
員
を
救
う
の
で
あ
れ
ば
、
防
衛

省
案
を
合
意
す
る
こ
と
も
、
や
む
お
得
な

い
と
し
、
厳
し
い
選
択
肢
の
中
で
の
承
認

と
な
っ
た
。

こ
の
防
衛
省
最
終
案
に
至
っ
た
経
緯
と

し
て
、
五
月
二
十
二
日
早
朝
よ
り｢

全
国

主
要
基
地
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
行
動｣

を

実
施
し
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
十
箇
所
の

基
地
・
施
設
に
お
い
て
約
六
百
名
の
全
国

の
仲
間
が
行
動
に
参
加
し
防
衛
省
に
対
し

抗
議
の
意
を
示
し
た
。

こ
の
抗
議
行
動
を
背
景
に
同
日
夕
刻
に
、

全
駐
労
中
央
本
部
の
照
屋
委
員
長
と
防
衛

省
側
代
表
の
豊
田
地
方
協
力
局
次
長
が
会

談
し
て
組
合
の
案
を
提
示
し
た
。

そ
の
後
、
組
合
は
六
月
七
日
に
防
衛
省

と
の
大
衆
団
交
を
六
十
四
名
で
臨
み
、
事

実
上
の
最
終
案
が
防
衛
省
側
よ
り
提
示
さ

れ
、
大
衆
団
交
後
に
行
わ
れ
た
集
会
、
及

び
中
闘
委
員
会
に
て
協
議
し
た
結
果
、
基

本
的
に
合
意
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

し
か
し
こ
の
内
容
は
組
合
と
し
て
大
変

不
満
の
残
る
も
の
で
あ
り
、
本
意
で
は
無

い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
交
渉
が
決

裂
し
た
場
合
は
更
な
る
将
来
的
な
リ
ス
ク

や
、
一
万
六
千
余
名
の
組
合
員
の
の
固
定

保
証
分
が
一
方
的
に
支
給
停
止
と
さ
れ
て

い
る
現
状
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
来
な
ら
ば
格
差
給
等
は
五
年
前
に
廃

止
さ
れ
る
も
の
を
、
組
合
が
一
致
団
結
し

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
結
果
で
継
続
さ
せ

て
き
た
。
こ
の
間
に
定
期
昇
給
し
た
者
も

多
く
お
り
、
こ
れ
か
ら
九
年
か
け
て
緩
や

か
に
減
じ
て
行
く
事
で
、
更
な
る
定
昇
で

相
殺
し
て
、
生
活
に
与
え
る
影
響
を
最
小

限
に
留
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
今
回

の
決
断
の
論
拠
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
駐
労
が
国
公
制
度
に
並
ん
だ
こ

と
で
防
衛
省
に
対
し
組
合
側
が
優
位
に
な
っ

た
の
で
、
棚
上
げ
に
さ
れ
て
い
る
我
々
の

労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
事
業
主
に
は
し
っ

か
り
と
仕
事
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

い
ま
防
衛
省
は
組
合
と
最
終
合
意
さ
れ

た
案
を
持
っ
て
、
在
日
米
軍
と
の
交
渉
中

で
、
早
期
の
合
意
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
の

根
拠
の
一
つ
は
財
政
支
出
が
絡
ん
で
お
り
、

七
月
末
ま
で
合
意
に
至
り
八
月
か
ら
の
実

施
で
あ
れ
ば
、
組
合
と
の
約
束
ど
お
り
四

月
ま
で
遡
っ
て
格
差
給
等
の
経
過
処
置
が

全
額
で
変
換
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
米

軍
と
の
交
渉
が
長
引
き
調
印
が
遅
れ
れ
ば
、

臨
時
特
例
の
実
施
時
期
も
送
れ
て
固
定
保

障
分
の
遡
及
時
期
が
遅
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
財
政
面
で
厳
し
く
な
る
と
し
て
い
る
。

２０１３年７月１０日 けやき 第１５０号 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１２０－１３７－９３１

当日忙しい人は、期日前投票へいこう！ 8時半～20時まで

（１）

けやき 第150号
20１3年7月１0日発行
発行責任者
組織・情宣部

全駐留軍労働組合
神奈川地区本部
さがみ野支部

相模原市相武台2-20-14
046-251-0259

大
衆
団
交

座
り
込
み
行
動
を
経
て

防
衛
省
案
を
苦
渋
で
の
最
終
合
意

広島地区本部管内で行われた第2回中央委員会 6/29

5.22

６.７

◎当選御礼◎

東京都議選
（町田市選挙区）

各
候
補
者
の
政
策
や
主
張
な
ど
は
別
途
配
布
し
て
あ
り
ま
す
！

今村 るか

神
奈
川
選
挙

我々、駐労の問題を解決するためにも

多大な力を尽くしてくれる駐労議員連盟の

メンバーは最も重要！ 必ずを当選させよう！

牧山 ひろえ
まきやま

東
京
選
挙
区

大河原 雅子
お お か わ ら ま さ こ

比
例
代
表

神本 みえ子
か み も と

比例代表は

候補者氏名を

書くことが

重要です！

中
央
委
員
会
で
激
論
の
末
、
受
入
を
承
認

組合が合意した防衛省案の最終となる

『駐労給与に関する新たな提案』

１．格差給及び語学手当の廃止に伴う経過措置は、

４月からの制度の廃止を撤回させ、９年間かけて

毎年10％ずつ定減させる緩和措置、今年は90％水

準で復活。

4月分から廃止されている経過措置の固定保障分

は、制度復活までの合計月数×｢100％計算｣で還元

する。ただし日米間で合意されれば8月からの実施

となるが、今だに日米の合意はされておらず、返

金となる月は現時点では確定していない。

２．震災復興に関する給与臨時特例の協力導入は、

国家公務員の半分（1/2）の水準で実施案を受け入

れる。

国家公務員等の給与臨時特例措置については、

国公は2年間の期間で平均-7.8％(ボーナス-10%×4

回)」に対して、駐労は期間を18ヵ月に短縮して、

国公の半分の平均-3.95％とし、ボーナスは-4.9%

×3回で、一回減らし最小限に止めた内容で妥結。

よろしければ切取ってお持ちください。

神奈川選挙区での組合の推薦者は

◎選挙区選挙 牧山ひろえ
まきやま

◎比例代表選挙 神本みえ子
かみもと

東京選挙区での組合の推薦者は

◎選挙区選挙 大河原雅子
お お か わ ら ま さ こ

◎比例代表選挙 神本みえ子
かみもと

７
月
21
日
（
日
）
参
議
院
選
挙



二
〇
一
三
年
六
月
十
七
日
（
月
）
十
六
時

よ
り
駐
労
会
館
に
て
南
関
東
防
衛
局
と
団

体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
本
局
長
か
ら
日
頃
の
基
地
従

業
員
の
献
身
的
な
業
務
と
従
業
員
代
表
の

労
働
組
合
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
。
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

（
一
）
機
構
変
更
等
に
つ
い
て

◇
組
合

県
内
の
米
軍
再
編
等
の
状
況
、

そ
の
他
部
隊
単
位
の
機
構
変
更
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
い
。

◆
局

本
年
一
月
、
厚
木
飛
行
場
空
母

艦
載
機
の
岩
国
へ
の
移
駐
に
伴
い
必
要
と

な
る
家
族
住
宅
等
を
建
設
す
る
た
め
の
用

地
（
愛
宕
山
用
地
）
に
つ
い
て
、
移
駐
が

可
能
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
は
二
〇
一
七

年
頃
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
旨
の
説
明
を

行
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
敷
地
南
側
の

5.4
ha
の
返
還
に
つ
い
て
は
雇
用
へ
の
影
響

は
な
い
、
相
模
補
給
廠
は
任
務
指
揮
訓
練

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
鉄
道
・
道
路
用
地
2

ha
と
JR
相
模
原
駅
前
の
住
宅
地
区
15
ha
の

返
還
に
加
え
、
西
側
野
積
場
の
共
同
使
用

区
域
約
35
ha
も
返
還
に
む
け
協
議
中
で
あ

る
。

◇
組
合

厚
木-

岩
国
の
件
に
つ
い
て
は

各
種
情
報
に
つ
い
て
組
合
へ
も
同
程
度
の

提
供
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
雇
用
に
関

す
る
情
報
は
早
期
に
提
供
を
お
願
い
す
る
。

◆
局

愛
宕
山
に
建
設
す
る
予
定
だ
っ

た
一
〇
六
〇
戸
を
二
七
〇
戸
へ
減
ら
し
、

残
り
は
基
地
内
に
建
設
す
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
住
宅
建
設
用
の
敷
地
を
確
保
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

◇
組
合

岩
国
で
は
す
で
に
必
要
な
人
数

の
算
定
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ

る
。
施
設
が
完
成
す
る
ま
で
人
の
異
動
は

な
い
の
か
、
ま
た
厚
木
に
来
る
自
衛
隊
の

影
響
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

◆
局

異
動
が
予
測
さ
れ
る
職
種
や
人

数
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
判
明
し
て
い
な

い
。
自
衛
隊
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

（
二
）
二
〇
一
三
年
六
月
期
の
再
雇
用
最

終
状
況
に
つ
い
て

◇
組
合

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
今

日
現
在
で
我
々
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
事

に
抗
議
の
意
を
表
し
た
い
。
国
内
法
令
不

遵
守
を
ま
た
一
つ
増
や
し
た
と
い
う
事
態

を
重
く
受
け
止
め
、
早
期
に
調
印
す
る
べ

き
だ
。
不
採
用
者
が
一
名
と
い
う
報
告
だ

が
、
不
採
用
の
理
由
は
掌
握
し
て
い
る
の

か
？

◆
局

米
側
か
ら
結
果
を
知
ら
さ
れ
た

が
、
内
容
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

◇
組
合

改
正
法
で
は
普
通
解
雇
事
由
に

該
当
し
な
い
者
は
、
希
望
者
全
員
を
継
続

雇
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
雇
用
主
の
姿
勢
と
し
て
問
題
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

ま
た
、
海
軍
消
防
隊
の
件
で
あ
る
が
高

齢
従
業
員
が
た
っ
た
三
ヶ
月
雇
用
に
な
っ

て
い
る
。
前
回
ま
で
の
六
ヶ
月
が
更
に
半

減
し
た
。
更
新
さ
れ
る
と
し
て
も
こ
の
よ

う
な
細
切
れ
雇
用
は
組
合
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
。
改
善
を
求
め
る
。

◆
局

雇
用
期
間
中
に
職
名
を
変
更
で

き
な
い
等
の
高
齢
従
業
員
の
規
定
の
不
備

に
つ
い
て
は
本
省
に
提
案
し
て
ま
い
り
た

い
。
消
防
の
細
切
れ
雇
用
に
つ
い
て
は
、

局
と
し
て
も
適
切
な
あ
り
方
だ
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
契
・
協
約
で
は
一
年
に
満
た

な
い
雇
用
期
間
も
認
め
ら
れ
て
い
る
所
だ

が
、
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
再
雇
用
を
求

め
て
い
く
。
消
防
の
部
隊
運
営
に
よ
る
と

い
う
の
が
今
回
の
短
縮
に
対
す
る
軍
側
の

回
答
で
あ
る
。

◇
組
合

消
防
の
問
題
は
本
省
団
交
で
も

長
崎
（
佐
世
保
）
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。

三
ヶ
月
後
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
も
再
雇

用
希
望
書
類
を
出
せ
ば
軍
は
受
領
す
る
と

い
う
本
省
回
答
を
得
て
い
る
。
局
に
お
い

て
も
そ
の
認
識
で
統
一
し
て
欲
し
い
。

（
さ
が
み
野
支
部
関
係
の
み
抜
粋
）

七
月
四
日
に
第
八
回
執
行
委
員
会
議

を
御
殿
場
市
玉
穂
報
徳
会
館
に
て
、

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
執
行
委
員
会
議
を
キ
ャ
ン

プ
富
士
の
近
く
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

会
議
に
、
富
士
分
会
か
ら
三
名
の
組
合
員

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
富
士
分
会
議
や
執
行
委
員
会
議

な
ど
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
組
合
員
及
び

キ
ャ
ン
プ
富
士
の
従
業
委
員
に
組
合
活
動

が
浸
透
し
て
行
く
事
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（２） ２００３年１１月１２日 けやき 第７１号 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１
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（2）

5月の25、26日に第4回リーダー研修に行って来ま
した。講師には、コンサルティング&アウトソーシングで

2500以上の労働組合と取引があるJ.unionの代表取締会長

の西尾力さんという方で二日間の講座もメリハリのきい

た見事な話術で、「BEST主義の組合活動、Bright（明る

く）Enjoy（楽しく）Spirits（元気よく）Thought（思考

方法）で万能な解決方法を持つ。」という事を楽しく学

ぶ事が出来ました。組合活動といえば、賃金闘争に労働

環境の改善などの交渉が、思いつくところですが、BEST

主義のものの考え方、両面思考という技術を使って、雇

用主との敵対的対立関係から調和的対立関係を目指して、

より良い働きがいのある職場、従業員の満足度の高い組

合づくりが、現在は求められているそうです。では、ど

うしたらBEST主義に近づけるのでしょうか、10箇条ある

うちから3つ程紹介すると、1、全ての物事には、良い面

と悪い面の表裏二面性があることを理解すること。2、常

にプラス思考し、明るい未来を思い描くこと。3、元気な

明るい挨拶と「ありがとう」を習慣とし、感謝をこころ

がけること。だそうです。特に「ありがとう」の言葉の

数が、金運・幸運の数となって帰ってくる。ということ

なので、実施していってみたいと思います。

東 圭

南
関
東
防
衛
局

団
体
交
渉

6月8日土曜日の朝7時30分に千葉県富津海岸へ相模・座

間・総勢90名バス2台で出発し、交通渋滞もなく途中でト

イレ休憩を取り目的地に10時過ぎに到着しました。今年

は気温25℃快晴と天候に恵まれ絶好の潮干狩り日和とな

り、海岸は真夏の江の島を思わせるほどの賑わいでした。

2時間半ほど潮干狩り楽しみ大量のアサリ手にバスへ戻っ

てくる子供たちの満面の笑顔が印象的でした。昼食のお

弁当を公園や木陰・バスで美味しそうに食べていました。

帰りにリニューアルした”海ほたる”で１時間ほど休憩

をとり景色や買い物を楽しみあっという間に出発時間に・・・

帰りも渋滞に合う事も無く相模・座間ともに5時過ぎに到

着し無事に解散する事が出来ました。夕食にアサリが並

んだ家庭も少なくはないでしょうか！？帰り間際に子供

から今度はいつやるの？と訊ねられたとき来年も頑張る

か！？って気の早い事を考えて苦笑い。

文体部・部長 大井

バスツアー・ In富津

<ろうきん>からのお願い
<ろうきん>ATM・<ろうきん>カード

一時休止のお知らせ

他の金融機関・コンビニを含めすべてのATMで

<ろうきん>のカード・インターネットバンキングが

ご利用いただけません。

お引出・お預入れなどはお早めにお願い致します。

中央労働金庫TEL0120-807-150
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